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審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

近年，爆破テロ事件が世界的に増加しており，構造物に近接した場所での爆発

（近接爆発）が周囲の建物に作用する荷重（爆風圧）の評価や建物の安全性の評

価が求められている。また，爆破テロや爆発事故等は発生確率は極めて低いもの

の，一旦発生すると甚大な被害が生じて社会的な影響が大きいため，爆発に対す

る構造物の危険度や損傷レベルのリスク評価法についても重要になっている。  
そこで，本研究では，近接爆発による爆風圧の分布特性を実験的に調べて，爆

風圧に及ぼす離隔距離（爆薬中心から部材表面までの距離），爆薬量および部材長

との関係を明らかにし，構造物の部材に作用する最大反射圧および反射力積の分

布特性を解明している。  
次に，近接爆発による構造物の部材に作用する圧力分布を考慮した一質点系モ

デルによる数値解析を行い，近接爆発荷重を受ける RC 梁の曲げ応答と変位応答

を再現できることを示している。   
さらに，本研究では爆破テロ等による爆風圧を受ける RC 構造物のリスク評価

解析を行っている。解析では，超過確率と爆薬量の関係であるハザードカーブ，

被害レベルごとの損傷確率と爆薬量の関係であるフラジリティカーブ，建物およ

び人的損失額と爆薬量の関係であるロスカーブを求めている。それらを用いて爆

破テロ等に対する構造物や人的損失に関するリスクカーブを開発するとともに実

被害との比較検討を行って，発生確率の異なる爆破テロに対するリスクを損失額

として評価することができると，その再現性が高いことを示している。  
以上により，本研究では，近接爆発が周辺の建物に作用する荷重（爆風圧）や



構造物の安全性の評価を実験的，解析的に検討して，近接爆発によって構造物の

部材に作用する最大圧力を評価する手法を開発するとともに，近接爆発荷重を受

ける RC 梁の曲げ応答と変位応答を解明している。さらに，爆発荷重を受ける R
C 構造物のリスク評価手法を開発して，その適用性の高いことを明らかにしてい

る。これは，爆破テロ事件などによる周辺建物の安全性の評価やリスク管理にお

いて大きな意義を有するものである。よって，学術的価値は高く博士（工学）と

して合格と判断した。  


